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【要  旨】  
 近年、エイコサペンタエン酸（ EPA）とアラキドン酸（ AA）の比が動脈硬化の
指標として用いられ、EPA/AA 比が高いほど心血管疾患の発症が抑制されると報
告されている。今回我々は、糖尿病患者の左室形態および機能が EPA/AA 比とど
のように関連しているのかを検討した。対象は、脂質代謝改善薬を内服してい
ない糖尿病患者 91 人で、血中の EPA、AA を測定、心臓超音波検査にて左室内径
と左室壁厚を計測した。対象者の平均年齢は 56±17 歳、男性は 49%、平均 HbA1c
は 8.7±2.2%、平均 EPA/AA 比は 0.34±0.18 であった。 EPA/AA 比と左室内径お
よび左室壁厚との間には線形回帰分析では相関を認めなかった。EPA/AA 比を四
分割し、第 3 四分位数である 0.43 で 2 群に分けると、EPA/AA 比 0.43 以上群は
0.43 未満群より有意に左室壁厚が低値であった。また、左室重量係数は EPA/AA
比 0.43 以上群で低い傾向にあったが、 0.43 未満群とは有意差はなかった。多
変量解析を施行したところ、 EPA/AA 比 0.43 以上は、左室壁厚肥厚抑制の独立
した因子であった。以上より、EPA/AA 比は糖尿病患者において左室肥大の抑制
に重要な役割を果たす可能性が考えられた。  
